
表２　天敵微生物農薬の適用内容一覧
農薬名 成分名 分類 含量 作物 希釈倍数 希釈倍数または使用量 散布量 使用時期 使用方法

アブラムシ類 500倍

コナジラミ類 500～1000倍

うどんこ病 500倍 発病前～発病初期

桑 キボシカミキリ 1樹当り1本

かえで ゴマダラカミキリ 1樹当り1本

うど センノカミキリ 2樹当り1本 樹上部の葉柄基部又は茎等に架ける

さくら クビアカツヤカミキリ 1樹当り1本

食用さくら(葉) クビアカツヤカミキリ 1樹当り1本

しいたけ ハラアカコブカミキリ ほだ木10本当り1本 産卵期および成虫発生初期 ほだ木上に架ける

果樹類 カミキリムシ類 1樹当り1本 地際に近い主幹の分岐部等に架ける

たらのき センノカミキリ 2樹当り1本 樹上部の葉柄基部又は茎等に架ける

バイオリサ・マダラ ボーベリア　バシアーナ 糸状菌 F-263株の分生子1×1千万CFU/cm
2 まつ(枯損木) マツノマダラカミキリ

不織布製剤　2500cm
2

～10000cm
2
／枯損木1m

3 － 成虫羽化脱出前
伐倒､集材した枯損木に所定量の不織
布製剤を設置し､ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等で被覆す
る

ﾏﾝｺﾞｰ チャノキイロアザミウマ 10g/樹

野菜類(施設栽培) アザミウマ類 5g/株(5kg/10a)

いも類 ネコブセンチュウ

いちじく ネコブセンチュウ

野菜類 ネコブセンチュウ

いちじく ネコブセンチュウ 300L/10a 生育期 土壌表面に散布

いも類 ネコブセンチュウ

野菜類 ネコブセンチュウ

ハダニ類

コナジラミ類

ワタアブラムシ

コナジラミ類

ワタアブラムシ

ボーベリアン F-263株の分生子1×1千万CFU/cm
2 まつ(枯損木) マツノマダラカミキリ

不織布製剤　2500cm
2

～10000cm
2
／枯損木1m

3 成虫羽化脱出前
伐倒､集材した枯損木に所定量の不織
布製剤を設置し､ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等で被覆す
る

茶 クワシロカイガラムシ 1000L/10a

ﾚﾀｽ オオタバコガ 100～300L/10a

ﾄﾏﾄ コナジラミ類 500～2000倍 100～300L/10a

ﾏﾝｺﾞｰ チャノキイロアザミウマ 1000倍 200～700L/10a

ｷｬﾍﾞﾂ アオムシ 500倍

チャノホコリダニ

マデイラコナカイガラムシ

ﾐﾆﾄﾏﾄ コナジラミ類 500～2000倍

アブラムシ類

ハダニ類

コナジラミ類

コナガ

アザミウマ類 500～1000倍

アザミウマ類

アブラムシ類

コナジラミ類

ﾐﾆﾄﾏﾄ コナジラミ類

ﾄﾏﾄ コナジラミ類

きく(施設栽培) ミカンキイロアザミウマ

ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ(施設栽培) ミカンキイロアザミウマ

野菜類(施設栽培) コナジラミ類

ﾏﾝｺﾞｰ(施設栽培) チャノキイロアザミウマ 200～700L/10a

100～300L/10a

－

－

定植時

定植前

発生前～発生初期

成虫発生初期

成虫発生初期

発生初期

発生初期 散布

散布

野菜類

1000倍

500倍

100～300L/10a

発生初期

100～300L/10a

しそ

野菜類(施設栽培､
ただし､いちごを除く)

1000倍

野菜類(施設栽培) 1000倍

散布発生初期

150～300L/10a

－ 発生前～発生初期10g/10a/日 ﾀﾞｸﾄ内投入

0.5g/穴 1L/穴

1～5kg/10a

150～200L/10a

500倍

1000倍

対象害虫が落下する範囲内の株周辺
に散布

散布

地際に近い主幹の分岐部等に架ける

主幹又は主幹の分枝部分に巻き付ける

土壌表面に散布し混和

植穴土壌灌注

T1株の分生子5×1億個/ml

パストリア水和剤

野菜類(施設栽培)

いちご(施設栽培)

1000倍

糸状菌

糸状菌

糸状菌

糸状菌パスツーリア　ペネトランス

プリファード水和剤 ペキロマイセス　フモソロセウス 糸状菌

ゴッツＡ

バイオリサ・カミキリ

胞子3.0×10億spore/g

1×10億cfu/g

胞子1.0×10億個/g

SMZ-2000株 1×1000万CFU/g

1×1千万cfu/cm
2

GHA株 分生子1.6×100億個/ml

GHA株 分生子4.4×100億個/g

マイコタール

ボーベリア　バシアーナ

バーティシリウム　レカニ 糸状菌

糸状菌

ボタニガードＥＳ

パイレーツ粒剤

ペキロマイセス　テヌイペス

ボーベリア　ブロンニアティ

メタリジウム　アニソプリエ

ボタニガード水和剤


